
「社会福祉法人足利むつみ会が取り組む社会貢献活動」 社会福祉法人足利むつみ会理事長阿由葉覚

社会福祉法人による「地域における公益的な取組Jの推進について、国からの

通知を見ると、平成28年4月 から当該取組の実施が法人の黄務 と位置付けられ

ました。その上で、「地域における公益的な取佃 については、法人がよリー層

取 り組みやすいものとし、もって地域の実情に応 じた福祉サービスの更なる

充実を図ることができるよう、解釈の明確化が図られました。

このことにより、社会福祉法人にとっては、「地域における公益的な取組」が、

よリー層取 り組みやす くなったのではないかと思います。

特に、無料又は低額な料金で提供 されることについて、対象 となる取組に係 る解釈を拡大された

ことは有効 に活用 しなければならないと思 っています。

当法人 としては、すでに地域住民を対象に子育て支援のための「キッズ ピアあ しかが」を実施

しています。 さらに、昨年10月 に地元の北郷地区自治会を対象に実施を した足利むつみ会虐待防止

委員会主催の映画会では、地域の皆さんに広 く、高齢者、児童、障害者の虐待防止を PRすることが

で きました。参加 された方たちか らは、改めて考 える、良いきっかけになった との、 うれ しい

お話 も聞 くことができ、来年度は地区を変えて実施 する予定を しています。

社会福祉法人 として、地域の皆 さんには長 くお世話になっています し、今回の映画会の開催

によ り、地域 とのつなが りがよ リー層強いもの となった ことがな りよ りも得難いものであると

思 っています。

これか らも、 どうぞよろ しくお願 いいた します。

第 2回 (平成 29年度)虐待防止啓発標語募集結果 虐待防止啓発標語決まる

児童、高齢者及び障がい者に対する虐待は、大きな社会問題であ り、虐待防止は家庭や福祉施設、

職場などの関係者のみならず、社会全体で取 り組むべき重要な課題になっています。虐待防止の対応と

して、特に虐待の発生予防の観点から、本会虐待防止委員会では、第1回 (平成27年度)に 引き続き、

職員一人ひとりが虐待問題に対する理解を深め、虐待の完全否定につながるよう、また地域住民が主体的

な関わ りを持てるよう、職員を対象に「虐待防止啓発標語Jを 募集 したところ、職員145人から247点

の応募があり、選考の結果、次のように最優秀作品1点、優秀作品2点 が決まりました。

なお、最優秀作品等は、平成30年度以降に実施を予定する虐待防止キャンペーン等の虐待防止のために

必要な様々な場面で活用 します。

1 募集テーマ

「児童、高齢者及び障がい者等に共通 して、虐待防止の大切さをイメージでき

るもので、意識啓発を図るのにャS、 さわ しく、簡潔で覚えやすい標語」

2 募集期間

平成30年 2月 1日 (木)～ 2月 20日 (火 )

3 選定標語
◎最優秀作品 「守るのは あなたの勇気 その言葉」  高荷まさ江 (セ ルプみなみ)

○優秀作品  「さあ変えよう 一人ひとりの 意識から」 五箇恵利子 (レ S、 くい保育園)

○優秀作品  「広げよう 虐待防止の 大きな輪」   小島知郁 (デイアクティビティセンターWIN)

社会福祉法人 足 利 む つ み 会

初 干J発 行 日  平成 11年 5月

発   行   日  平成 30年 4月 1日  第 29暑
発      行  社会福祉法人足利むつみ会

住      所  栃木県足利市利保tBJ 4 9-4

発 行 責 任 者  阿由葉 寛

亀     目舌 0284(43)0414 FAX 0284(41)4687



社会福祉法人 足 利 む つ み 会

社会就労センターきたざと
社会就労センターきたざとでは、様々な事業を通 し、利用者の皆さんに国中活動を有意義

に過ごしていただけるよう、活動提供を行っています。

きたざとの 4つ の柱をご紹介 します r

エコリサイクル事業では、機密文書の裁断を行って

います。官公需、学校関係、企業にお伺いし、皆様の

前で裁断処理を行います。
「安全J「安式卜J「丁寧」この3つ を第一とし、お客様に

喜んでいただけるよう、作業を進めています。

ユニフォーム事業では、 タオルやユニフォームな ど

刺繍 を施 し、 オ リジナル の商 品 をお作 り します。

お子様、お孫 さんの絵 な どもその まま刺繍 を し、

プレゼン トにしてはいかがで しょうか タ

９

４

年

神

拶

げ
Ⅲ ⅢⅢ,_、

.印刷機を導入しパンフレットや封筒印刷、

行います。お客様のご希望に合わせ小ロッ

が可能です /

きたざとの新たなスタートです ゴ

名刺印刷を

卜からの注文

印刷事業での新たなスター ト           社会就労センターきたざと 管理者 阿由案 寛

以前より、大型プリンターによる垂れ幕などの印刷事業を実施していましたが、2月 からテラシ、ポスター、
冊子等の印刷事業に取 り組むことになりました。そのための 職員も配置 し、スター トしました。

この印刷業務はB型の事業となりますので、引き続き、利用者の皆さんと営業職員、現場の職員が一丸となり、

高工賃獲得に向け、努力 していく所存です。

是非、印刷業務の発注は社会就労センターきたざとの印刷事業部へご用命いただきますよう、お願いいたします。

増・境・ 進
‐
梢
!】

染

環境整備事業 では、 除草作業、樹木剪定、伐採、

不要品の撤去、お庭の整理などを行っています。

また、障子の貼 りかえなど、丁寧に作業を行わせて

いただきます。お気軽ご相談 ください /

ユエフ ォーム事業
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(4) 社会福祉法人 足 利 む つ み 会

寵馳鞠ン鱒ン
ぬ察鵬らせ r

揺縄麓寵鶴縛繋縄艦観弱議鰺鶴ゴ

0284-●4-9370

セルプ絆管理者  改日 恭子

『セルプ絆』は、 7年 目を迎えることが出来ました。

管理者挨拶
たくさんの方々のご支援、ご協力をいただきまして、

この場をおかりしお礼申し上げます。
さて、セルプ絆では、今年度より新たに「就労定着支援事業」を開始 します。このサービスは、障害福祉

サービスの利用を経て一般就労した方へ、より長くその職場で就労出来る様、生活面の課題に対し支援を行う
サービスです。このサービスの対象の方には、‖反次、ご案内をさせていただきますので、是非ご活用いただければ
と思います。

本年度も、利用者お一人おひとりとの関係を大切にした『個別支援』に取 り組み、また、地域や関係機関
との連携にも努めていきたいと思っておりますので、宣 しくお願い致 します。

p¢ t¢ rpan
日頃のご愛顧

調に感謝申し上げます。

～実味しいパンができるきで～

ビスケット生地の製造

ヤバラン7:,オッシュ 120円

(Ξ難請蜃海窪卦♂♂
この度、第ザ勝福祉町成開回様ようl

食品表示つべfL作成用の現ifンター

の町成を要r十孝した。

簡単な操作で印届」が

できます。

また、表示も見やすく

なり、安心して手に

取つていただけます。

具材を擦秘仕上rfてい孝す カレーパンを撮lfていき守

七十ミ7レッド lF250円

抜めて…

じんなF岳けの ?

実随事業 :群お移行宝揮事業

間mダ遍贈鼻名既担 ‐畔
‐
ち市

(謝鯨勝、日曜日～金曜日)

(土曜日r渉不建縮で余暇活動にな叫さす)

訓練時間:9:00～ 1● :00

～平蔵291年1唐|の芙lfi～
‐    4名 序た職されました ユ

コ製造業 (自 動車部品) 20代 女性

"製造業 (自 動車部品) 20代 男性
・製造業 (自 動車部品) 40代 男性
ロサービス業 (館内清掃)50代 男性

月鋼 競 落 霧 暫Zす
T電影′/

オ所在地

だ親市有楽町 g,ィ _。

オ謹護番号

θ2θ イーイ アー /2//

鯛
余],デ活動の様子

学部宮に行ってききした f

欄
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/ヒ ブレ み―なみ
管理者挨拶 セルプみなみ管理者  近藤 照夫

平成 30年度は、生活介護事業14名 、就労継続支援事業 B型 15名 の 29名 で新年度のスター トを

切 りました。

本年度も生産活動として、 リサイクルハンガーの仕分け作業、クッキー等の実子製造・販売事業及び

清掃受託作業に取 り組み、前年度を上回る売上額の達成に努め、さらなる工賃向上が図られるよう、考えて

います。特に、就労系の当事業所では、利用者の皆さんが健康でやりがいを持って、作業に取り組めることが

第一でありますので、健康管理に重点を置き、健康の保持・増進につなげていくとともに、や りがい 。

生きがいを感じられるよう、ご家族と連携して言葉がけを含め生活面を支え、健康管理に努めていきたいと

考えていますので、ご理解、ご協力をお願いいたします。

クッキー等実子の製造・販売

クッキーなどのお菓子のお求めは、お近くの次の各店に

①セルプみなみ (県町)

③足利市役所売店
⑤喜 八 (上渋垂町)

⑥キッズピアあしかが (ヨ ーク
⑦ハートショップ (ア ピタ1階

②ピーターパン (元学町)

④北の郷 (樺崎町)

タウン2階 )

:毎週火曜 日10時～15時 )

※贈答用の詰め合わせ も取 り扱っています。

クッキー会員のお申込み・お問い合わせ・ご注文は、下記までn

セルプみなみ (県町1507)TEL0284(43)9171

◎作業風景のひとコマ◎

受託加工事業  |
(ハ ンガー作業 )

毎 日、多種大量のリサイクル
ハンガーを仕分けす る作業に

元気に取 り組んでいます。

‐菓子製造 口販売事業 |

クッキーなど11種類のお菓子を一つ一つ

ていねいに、愛情を込めて作つています。

おいしさを追究したお菓子作りを目指して

います。

これからもよろしくお願いします。

受話作業 (清掃作業)|

特別養護老人ホームで、清掃作業を

行っています。

汚れているところがないよう、施設の

皆さんに喜んでいただけるよう、いつも

元気に励んでいます。



(6) 社会福祉法人 足 利 む つ み 会

デイアクティビティセンターWIN
.背
路Ⅲ 韻

9  F

▲7月  七夕会

笹に短冊を飾り、みなさんで

紙芝居を楽しみました。
▲6月  /ヾ―ベキュー

天気にも恵まれ、いつもと

違つたお昼ご飯にみなさんの

食も大いに進みました。

29年度に行ったWiNの年間行事の一部を

ご紹介し孝す ′日本の回季を感じたしis伝統

行事を秦したでいただltるよう担当職員al工

末をこらしてい孝す。今年度もみむせんが

秦しく、業顔になれるような行事を実施して

いきたいと思ってい孝す。

▲10月 スポーツレクリエーション

玉入れ競争やノ将ン食い競争で

元気に勇体を動かし、スポーツ

の秋を楽しみました。

A42周 クリスマスノヽ―ティー

ボランティアのおの牙カリカ寅案に

ゆつたりと耳を傾けた後は美味しい

ケーキとサンタのプレゼントで、

みなさんの笑顔があ S、れていました1

>打 イ月 日帰り旅行

アクアワール ド大洗水族館ヘ

行つて来ました。色々な海の生物や

イルカ・ アシカシ ョーを見て、

楽しい 1日 を過ごしました。

０　
（打

増瑠鞠車

>6月～7月 外出プログラム

少人数のヴ)じ―プにのかれ、イオン

太日店に出かけました。みなさんと

外食をしたり、買い物をしながら職

員も一緒に楽しんできました。

デイアクティビティセンターWIN管 理者 阿由葉 弘美

法人の理念は「誰もが地域で安心 して生活できる社会の実現を目指 しますJです。法人の設立当初から現在

まで、「共に生き 未来を開く 施設づくり」というキヤッチフレーズがあります。昭和60年 にきたざと学園を

開所 した時から今日まで、33年間、現在の理念が制定される以前から法人の思いとして利用者の皆さん、ご家族、

役員、職員、地域の方々と共に地域に根ざした施設として、未来に向かって進んでいくことを目指してきました。

それが法人の理念へとつながっていきます。

33年間の道のりを振 り返ると多くの皆様の御協力、御理解、御尽力があり、今回まで進んでくることができたの

だと感謝の思いでいっぱいです。利用者の皆さんの笑顔や穏やかな表情により、ご家族や職員があたたかさに

包まれて関わる全ての人たちが幸せな時間となるよう、引き続き利用者の皆さんやご家族の方々に寄 り添う支援を

続けていきたいと思いますので、今年度もよろしくお願いいたします。

A4月 お栖見

佐野市運動公園に満関の

桜を見に行きました。
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鴨翻議護轄A嫌序低簡捜
うとま去秩拶 特別養護老人ホーム青空 施設長  阿由葉 誠

日増 しに暖か くな り過 ごしやすい季節 とな りま したが、皆様にはますます ご清栄の こととお喜び申 し上 十ザます。

いつ もお世話にな` り、試 にあ りが とうございます。

介護保 険制度が分 か らない等お困 りの ことは ござい ませ んか。 どんなサー ビスがあ るの ?サ ー ビス を受 け る

には どうしたらよいの ?な ど`、 どんな疑 間で も構いません。青空まで ご連絡 くだ さい。

日ごろか ら皆様のお役 に立 ちたい と考 えています。

最後 にな |`,ま したが、 今後 もよ リー層の ご指導 とご協 力 くださいます よ うお願い申 し上 げます。

(7)
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磁 毬 鐘
9月 15日 に青空の利用者様の敬老会を開催 しま した。

お祝いの言葉や記念品の贈呈、ボランティアの皆様の余興

な ど、楽 しい時間 を過 ご して頂 きま した。

ふ くい保育園の園児たち とのふれ あい も笑顔 がおれ 、

ほつこりする時間 とな りま した。

皆様 、いつ まで も元気 で長生 き して下 さいね。

毎年、屋外で開催していましたが、今年は

天候の影響で、屋内での開催となりました。

少 手々狭ではありましたが、会場の一体感が

あり、たくさんのご来賓の皆様、ご家族様にも

来て頂き、ふれあいながらの

賑やかな秋祭りとなりました。

サービスのご利用、お申し込みは、

または直接ご相談下さい。 見学

ご契約のケアマネージャーを通して、

・ご相護むば、お気曜にごうど

TEL 0284(73)0029
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fELく じ恥録|

6ヽ <し 保ヽ育園 園長 新藤 せつ子

新年度を迎え、ご入園やご進級を迎えたお子様方、そして保護者様及び関係者の皆様は、新 しい生活環境

に慣れるために多くのご苦労がおありの事とご推察致 します。皆様お変わりありませんか。

平成 30年度は、保育所保育指針も改定されて、 0歳児 ,1歳児・2歳児の保育内容の更なる充実が言われて

お ります。当園は、それを踏まえて、お子様方の「最善の利益」を考え幸せを願いながら保育内容やその

活動等が最もvS、 さわしい「生活の場」になるように心がけ、何時でも温かく丁寧な保育に配慮 して一人ひとり

を受け止め、愛情を持って、見守りながら保育 して参 ります。

日頃から地域に根ざした園運営を心がけ、地域子育て支援拠点事業 (お ひさま)や一時預かり事業などを

実施 して質の向上を図 り、地域の皆様と連携 して参 ります。

今後も保育業務・行事等全般に対 し、多くの皆様のご理解、ご協力、ご支援をお願い申し上げます。

ヰ 盤鞭 ゃ鮮翌魏9 ンヽ 諸熙 慾 豊鞭 守留翌醜じ

A十1日48

☆一人ひとりの子ども達の気持ちを丁寧に受け止めて、楽ししヽ園生活が送れるように、職員一同力を
合わせていきたいと思しヽますので、本年度もよろし<お願い致します。

,●

押貨押聡 .8後
Ⅲ

l準ギil押



社会福祉法人 足 利 む つ み 会

/1/だ |十一|1/4)|1/メ |'Pウ

(9)

一　一】ヤ・い
||,4

やjI'(げ )や代・み !

|(ッ 十くil'ノ ′`ヽ

↑

　

↓

ギ

】

｝
〕

ｊ

／

／
、

イ

‐

へ
ｒ
′

ノ
′

ご本人 口ご家族の希望を支援計画として、日常生活の基本的な支援や集団生活の適応訓線

など、ゆるやかなカリキュラムの中で発達や豊かな情緒を育んでいけるように、様々な行事等

を行い、支援を行わせて頂いております。

革ンン鞭ンンンヽ諸窃ンンぱン丼
韓

ン球

日中活動の場を提供し、見守りや離 Mナにより社会に適応するための日常的な訓線を行うとともに、

障害者等の家族の就労支援と介護者の一時的な休息を確保出来る場としての役害1を果たしてきました。

また、利用者にとって有効なサービスの提供をタイムケアなどもご利用頂きながら、支援を

行わせて頂いております。

粋‐1鰐 ン

合同クリスマス会

鞭
鞠

秋の大運動会

抽ン

今年度もみんなの笑顔のために、様々な行事を

考えていきたいと思います☆

管理者挨拶 ビタミンクラブ管理者 高久保 夏樹

日頃、 ビタミンクラブ事業運営に関 しましてご理解、 ご協力をいただきまして、誠にあ りがとうございます。

昨年度は利用者皆 さんが楽 しく過ごせるよう、様々な活動を実施 しました。今年度 もより皆 さんの素晴 らしい

笑顔が見られるよう、そ してこの1年 で大きく成長できるよう職員一丸 となって支援・活動を提供 して行 きたい

と思います。今年度 もどうぞよろ しくお願 いいた しまう。
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管理者 阿由葉 弘美

指定特定・ 指定障害児 ・指 定 一般 相 談 支 援 事 業 困つた時に↓ますぐご連絡を 1

大人の方や児童の方の新規や継続のサービス利用のためのプラン作成を行っています。

TEL 0234(43)0414     相談支援専理還土量企)114飯塚 `松本まで

委託相談事業 :足利市障がい者基幹相談支援センター (足利市からの姿記事業です)

お揮害 をお持 ちの方 とその関係 す る方 のすべ ての毎代 の方 の相談 をお受 け してお ります◇

TEと  0284(44)0307(電 話相談 24H、 365日 対応 o80-1099-6520)1目 談支援専門畳 尾澤 まで

コ障害認知や手帳・障害基礎年金の申請など市や県の機関と連携してお手伝いしています。

と特別支援学校 口小中学校特別支援学級、幼稚園白保育園などの教育機関と連携し、成長過程における各段階を繋|ず るネットワークの構築

を図り、子育て応援ファイル等の普及に協力。

・安足地区障害者相談支援事業者等連絡会に参加し、安足地区における指定相談支援事業所と情報交換を行う。

コ地域自立支援協議会の運営に事務局として協力、地域生活、児童の3専門部会の活動を展開、自立支援協議会内での地域課題を検討。

・アピタロ市役所においてハートショップ開催。

Jと ちざリハビリテーションセンター、県南児童相談所の出張判定に協力。

コ地域生活支援拠点事業を進めていきます。

繭毛圏馘騰書薔就業 。笠港支援センター

前年度は、登録者数、就職者数の伸びが見られるものの支援件数、訓練実習件数が減少 しました。

雇用定着を図る上で、在職者向けの交流会 (座禅、スポーツ、調理実習など)を 行いました。座禅においては

初めての試みでありましたが、心身ともにリフレッシュできる良い機会となり、在職者の悩みを聞き取る上でも

有効でした。関係機関との連携会議等の参加も例年通り実施し、センターが主催する就労支援音「会会議では

「アンガーマネージメント研修」を開催 しました。研修では、1回 目の研修を踏まえて、より自分自身の

気持ちをコン ト回―ルできる手法や支援する上で理解を深めることが出来ました。

また、「安足地区合同画接会」を後半に実施 し求職活動の強化を図りました。

今後も障害者雇用を支える企業や支援者にとって、有意義となるものを開催できたらと思っています。

栃本県足利市真砂町 1-4 安足健康福祉センター内 TEL 0284(44)2268

ヴ71ハー零ホーム
グループホームでは、 ドナル ド4名 、デイジー 5名 、あゆみの家 4名 で生活をしています。
日中は、お仕:事や、余暇活動を行い、過ごされています。共同生活を行]1う 事で、お互いに手を取り合い

ながら生活をし、笑顔で過ごしています。
「楽しく」 「笑顔で」 「元気に」をキャッチヨピーとし、

挨拶、協力、譲り合いなどの日常生活の中で大切な優しさを

胸に、生活 しています !






